












～お知らせ～　オーダリングシステム更新について

　　　　　　　　　システム更新
　　　　　　　　　ワーキンググループリーダー
　　　　　　　　　　　　 　　　　　吉永　輝夫

　2007 年 1 月より当院のコンピュータオーダリン

グシステムが更新されます。今回の更新で電子カル

テ以外のほぼ全ての医療行為のオーダリングがカ

バーされ、物流システムとの連携により在庫管理や

詳細な経営分析が可能となります。

　基本コンセプトは三つのサービス向上。すなわち、

第一は患者さんへのサービス、第二は患者さんをご

紹介いただく連携医療機関の皆さんへのサービス、

最後は病院あるいは医療スタッフ自身に対するサー

ビスの向上です。患者さんへのサービス向上として

は、順番待ち表示機の刷新・再来受付機の更新・自

動清算機の新規導入など主として外来部門を中心と

した環境整備、システム性能の向上やデジタル化に

よる各種手続き処理のスピードアップ、リストバン

ドや患者確認操作の充実による医療事故防止手法の

拡充などがあります。見た目の新しさだけではなく、

サービス内容の充実を心掛けました。

　医療機関の皆さんへのサービス向上としては、別項

にてご紹介の通り病診連携システムの導入が上げられ

ます。詳細は別項に譲りますが、これまで以上にタイ

トで確実な連携が図れるものと期待しております。一

般に作業の効率化と詳細な経営分析を可能にするシス

テム管理を両立させることは容易なことではありませ

ん。このテーマに対する新たな挑戦がすなわち第三の

サービス向上に当たります。病院が元気になりスタッ

フが元気になるから、患者さんも元気になれる。

　今回のシステム更新、三つのサービス向上は医療

の原点を見直す良い機会になったと考えております。

システムの更新で病院は生まれ変わり、より質の高

い医療を提供できるものと確信しています。

CAPD( 腹膜透析 )群馬塾を開催

　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　腎臓内科部長 河合　弘進

　さる 11月 26 日にCAPD群馬塾 ( 塾長河合 ) を開

催いたしました。これはNPO法人CAPD支援機構の

主催で、CAPD普及のためにスタッフを対象に各県で

行っているものです。当日は「広がるCAPD療法の

適応」のテーマのもと、CAPD支援機構理事長 東京

女子医大 佐中 孜教授の開会挨拶に続いて、CAPDオー

バービュー (富岡総合病院泌尿器科 町田 昌巳先生 )、高

齢者のCAPD療法 (河合 )、CAPD療法の院内体制 (原

町赤十字病院 渡邉 美幸先生)、高齢者のCAPD看護(西

片貝クリニック 今泉俊子先生 )、CAPD療法の経済性

(西片貝クリニック 若松良二先生 )についての講演があ

りました。お蔭様で遠く福岡、東京も含め50名の方に

ご参加いただき盛会裏に終了することができました。

　持続的腹膜透析 (CAPD) と血液透析 (HD) は腎不全

の治療法としてそれぞれ優れた特徴があり、患者さん

の状態に合わせて選択することが可能です。 

今回の講演会を機会にCAPD療法に対する理解が深

まりその普及の一助になれば大変うれしく思います。

高齢者のCAPDの講演中 熱心に聴講する皆さん

入念にリハーサル中
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